
（別紙様式４－１）                                       （県立高等学校・中学校用） 

（熊本県立東稜高等）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
心身を鍛え 節度を重んじ 知能を磨き 徳性を涵養し 国家社会の有為な形成者を育成す
る 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 生徒指導の充実（生活習慣の確立，規範意識の醸成，自己効力感の向上，職員間連携）
２ 学習指導の充実（教科の専門性の向上，実践的授業力の向上，自学力の育成） 
３ 進路指導の充実（系統的指導の充実，自己実現のための基盤づくり） 
４ 学校環境の整備（物的環境の整備，人的環境の整備） 
５ 豊かな人間性の涵養（個性の伸長，多様性の理解と共生，読書の習慣化） 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

学校改革

の推進 

 

 

 

 

 

業務改善

・働き方

改革 

本校教育に対す

る生徒・保護者の

満足度の向上 

評価アンケー

ト「入学に関

す る 意 識 項

目」上位評価

割合80％以上

[生徒]，80％

以上[保護者] 

・各分掌部，

学年，管理職

間のコミュニ

ケーションに

よるチームワ

ークの向上 

・職員間の学

び合いの機会

の増加と各種

指導力の向上 

Ｂ 

評価アンケート「入

学に関する意識項

目」上位評価割合が

生徒は 82％，保護者

のそれは 88％とな

り，生徒保護者の満

足度は向上した。今

後とも職員間のコ

ミュニケーション

を密にして，チーム

として生徒の指導

に当たり満足度向

上に努めたい。 
業務の適正化 時間外勤務の

縮減 
（目標値：前
年同月比超過
勤務時間平均
の２％減／全
体） 

・ノー残業デ

ーの徹底 

・超過勤務時

間の削減目標

の設定 
・業務の整理
，削減 

Ｂ 

昨年度より導入し

た自動採点システ

ムにより，採点にか

かる時間が着実に

削減されている。今

年度からノー残業

デーを設けたが，職

員全体に十分浸透

するまでには至っ

ていない。職員への

啓発を引き続き行

っていきたい。今後

も業務の見直しを

図り，生徒と向き合

う時間の確保に努

める。 
開かれた
学校づく
り 

本校教育に対す
る保護者の理解
，関心の向上 

評価アンケー
ト「学校，家
庭の連携，意
思疎通に関す
る意識項目」
上位評価割合
90％以上[保
護者] 

・生徒配付
端末及び連
絡システム
を活用した
学校，生徒
，保護者３
者間の情報
共有と連携
推進 

Ｂ 

評価アンケート「

学校，家庭の連携

，意思疎通に関す

る意識項目」上位

評価割合の調査結

果は，84％でわず

かに目標達成には

至らなかったが，

昨年度から2％伸び

ている。今年度は

保護者連絡用アプ

リ「すぐーる」が

導入された。これ



らの利便性を周知

し，更なる数値改

善を図る。 
本校教育に対す
る地域住民，中
学校生徒・保護
者の理解，関心
の向上 

評価アンケー
ト「保護者・
地域及び中学
校への情報発
信」上位評価
割合90％以上
[保護者 各
学年] ，「生
徒・地域及び
中学校への情
報発信」上位
評価割合90％
[生徒] 
前期（特色）
選抜及び後期
（一般）選抜
出願時の募集
定員の充足 

・学校ＨＰ
の閲覧数の
増加 
・学校案
内，東稜ニ
ュースの発
行と配付 
・中学校の
先生方への
複数回の学
校説明・学
校説明チラ
シの複数回
配付 

Ｂ 

評価アンケート「

保護者・地域及び

中学校への情報発

信」上位評価割合

の調査結果は，生

徒88％，保護者84

％で，わずかに目

標達成には至らな

かった。一方で，

前期（特色）選抜

の出願時の倍率が

約２倍，後期（一

般）選抜の倍率が

１．５倍となり，

目標を大きく上回

った。今後もあら

ゆる媒体を駆使し

ての漏れの無い丁

寧な情報提供を研

究する。 
 
学力 
向上 
キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

授業を主
体とした
学力向上
の取組 
自学力の
醸成 
 

授業改善と授業
の充実（各教科
共通の授業技術
と教科の専門性
の向上） 

評価アンケー
ト「授業に関
する評価項
目」最上位評
価割合20％以
上[生徒] 

・東稜スタン

ダードの活用

とブラッシュ

アップ 

・公開授業の

厳格かつ効率

的実施 

・生徒授業評

価アンケート

データ，職員

の授業相互評

価データ，学

習 時 間 デ ー

タ，成績 
データなどの
クロス分析 

Ｂ 

授業に関する評価

項目「１」の最上

位評価割合は２７

％であった。次の

「概ね当てはまる

」の項目も合わせ

ると９２％が肯定

的な回答となった

。研究企画兼情報

管理部のリーダー

シップで進んだ授

業のＩＣＴ化の成

果だと考える。来

年度，新教育課程

完全移行に伴って

，また新たな視点

からアプローチし

ていきたい。 

生徒自らが学ぶ

姿勢 
の確立及び学び
の力の向上 

家庭学習時間
の増加（目標
値：全学年過
去５年間の平
均宅習時間当
該学年比５％
増加） 

・タブレット

端末を利用し

た家庭学習時

間調査による

学習状況の把

握と調査結果

の活用 
・タブレット
端末での課題
の配信や集計
等，利活用促
進による学習
の効率化 

Ｃ 

１年生で３１．８％

減，２年生で２１．

１％減，３年生で１

１．４％減，という

結果であった。特に

１・２年生は過去５

年間でも最低の値

となり，危機的状況

だと言える。スマホ

等の利用時間増に

よるところが大き

いが，今年度から朝

課外がなくなった

こととの因果関係

等も含めて分析し，

早急に手を打つ必



要がある。 
キャリア
教育の充
実 
進路目標
の達成 
 

キャリア意識の
向上と積極的な
体験学習への参
加 

・今年度はイ

ンターンシッ

プ を 実 施 予

定。 

・オープンキ

ャンパスへの

積極的参加を

促 す と と も

に，体験学習

を行うことで

進路意識の向

上を図る。 
目標は，学校
評価アンケー
ト「進路意識
，進路活動，
職員への進路
相談」上位評
価割合75%以
上[生徒・職
員] 

・インターン

シップの積極

的な参加の推

奨 

・オープンキ

ャンパスの広

報と積極的参

加の推奨 

・東稜大学・

キャリアアッ

プセミナーの

実施 

・総合的な探

究の時間にお

いて大学探究

や課題探究に

より進路学習

の 充 実 を 図

り，進路に対

して自己決定

できる力を育

成 
・進路諸活動
記録のポート
フォリオ化の
検討 

Ｂ 

・8月後半にインタ

ーンシップを実施

，76の事業所に225

名が参加した 

・オープンキャン

パスに関しては情

報を適宜紹介し夏

休みを利用して参

加するように促し

た 

・東稜大学・キャ

リアアップセミナ

ーともに実施でき

た。東稜大学につ

いては例年通り12

の講座を設けるこ

とができ，昨年度

よりは対面での講

義も増加した 

・学校評価アンケ

ート進路意識，職

員への相談」につ

いては，進路のし

おり等の活用が1年

生で73％，2年生で

80％，3年生で81％

であり，進路につ

いての自発的探究

は3年生が86％，2

年生が65％，1年生

が53％と1･2年生は

まだ低い 

・学年が上がるに

つれ意識は高まる

が，1･2年次の意識

の向上が今後の課

題といえる。 
生徒を集団と捉
える指導と個に
応じた組織的な
進路指導 

熊大等の進学

者を複数出す

ことと国公立

大合格50名以

上 

・熊大等の国

公立大学や難

関私大の合格

3名以上 
・県内国公立
大学合格23名
以上（熊本大
学3名以上，
熊本県立大学
20名以上） 

・生徒の進路

希望，適性等

について分析

会などを開催

し，職員間の

共通理解を図

るとともに指

導体制を整え

る 

・進路行事の

精選，特別講

座において，

時間割やクラ

ス編成を工夫

した効果的な

実践 

・各学年部と

進路指導部の

Ｃ 

・7月と12月に進路

検討会を実施・マ

ーク式の模擬試験

については自己採

点結果を集計し速

報資料として関係

部署に配付，成績

データ到着後は過

年度・過去回・他

校比較を作成各教

科の分析も行い改

善を図った。 

・進路行事につい

ては昨年度までを

踏襲する形にとど

まり精選するまで

には至らなかった 

・進学について，

現段階では国公立



先生方との連

携により，数

年先を見越し

た生徒の学力

保障 
・二者面談，
三者面談の充
実 

合格者は6名，広島

1名，関西外語大1

名，同志社大1名，

東洋大2名，国公立

大出願は終了し，

個別試験に向け特

別授業を実施して

いる。 
 
生徒 
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立 
情報モラ
ル教育・
デジタル
シチズン
シップ教
育の充実 

東稜高校５つの
行動目標を基本
とした生活習慣
の習得 

・評価アンケ

ート[生徒]⑭

「服装・挨拶」

⑮「掃除」⑯

「公共物」⑰

「言葉遣い」

各項目の最上

位評価割合70

％以上 

・⑪「運動，勉

強」項目の最

上位評価割合

50％以上 

・評価アンケ

ート[職員]⑩

「生活指導」

項目の最上位

評価割合35％

以上 

・部活動時間

確保，下校時

間の定着，家

庭でのスマホ

利用の改善 

・服装頭髪指

導，交通指導，

校則指導の徹

底 
・全職員の共
通理解を図
り，すべての
教育活動での
指導の徹底 Ｃ 

評価アンケート［

生徒］では⑪⑭⑮

⑯⑰のすべてにお

いて目標値を下回

った。特に⑭「服

装・挨拶」項目で

は３９％であり低

い値であった。基

本的生活習慣の指

導が徹底できてい

ないことを表して

いる。学校生活に

おけるあらゆる場

面，全教職員での

指導の徹底が求め

られる。⑪「運動

，勉強」項目は３

２％であった。学

習習慣が定着して

いないことが原因

と考えられ，その

要因としてスマホ

の利用が考えられ

る。今後も各部署

と連携を図り，継

続的にしどうして

いく必要がある。 

・スマートフォ

ンの 

適切な使用（使用

時間 
含む） 

・平日のスマ

ホ使用 

時間１時間未

満の生 
徒の増加（目
標値：全校生
徒の30％以上
） 

・情報モラ
ル教室，職
員研修の実
施 
・スマホダ
イエットの
実施（研情
部と生安部
の連携） 
・実態調査
アンケート
の実施 

Ａ 

２学期期末考査後

の平日のスマホ利

用時間1時間未満生

徒の割合は全体で

34.9％であり目標

値を上回った。評

価アンケート「情

報モラル教育の充

実」上位評価割合

の生徒調査結果は

，94％と高い数値

となり，生徒への

意識付けは十分に

出来たものと判断

出来る。今後もデ

ジタルシチズンシ

ップ教育，スマホ

ダイエットの実施

，スマホ通信の発

行，職員への関連

情報の提供など研

究企画兼情報管理



部と連携をとりな

がら活動を愚直に

続けていく。スマ

ホによる生徒への

甚大な不利益は一

人として許されな

い。一人も取り残

さない指導が肝要

となる。100％を目

指して今後も各部

署と連携をとり総

合的な取り組みを

行う。実態調査に

ついては，生徒の

利益となるように

，適時性を図り実

施したい。 
 
交通安全
教育の推
進 

・不適切な使用
で起こる危険性
の理解と回避方
向の習得 

・校内での不
適切な使用で
指導される生
徒数の学年進
行での減少 

・研情部と生

安 部 の 連 携

に よ る 対 策

（ ス マ ホ 通

信の発行等） 
・外部機関
との連携に
よるデジタ
ルシチズン
シップ教育
の実施） 

Ａ 

２学期期末考査後

の平日のスマホ利

用時間1時間未満生

徒の割合は全体で

34.9％であり目標

値を上回った。評

価アンケート「情

報モラル教育の充

実」上位評価割合

の生徒調査結果は

，94％と高い数値

となり，生徒への

意識付けは十分に

出来たものと判断

出来る。今後もデ

ジタルシチズンシ

ップ教育，スマホ

ダイエットの実施

，スマホ通信の発

行，職員への関連

情報の提供など研

究企画兼情報管理

部と連携をとりな

がら活動を愚直に

続けていく。スマ

ホによる生徒への

甚大な不利益は一

人として許されな

い。一人も取り残

さない指導が肝要

となる。100％を目

指して今後も各部

署と連携をとり総

合的な取り組みを

行う。実態調査に

ついては，生徒の

利益となるように

，適時性を図り実

施したい。 
・交通法規の遵 ・交通事故件 ・危険箇所で Ｃ 交通事故は４７件



守及びマナーの
育成 

数の削減（目

標値：年間30

件未満） 
・評価アンケ
ート[生徒]⑯
「交通ルー
ル」項目の最
上位評価割合
75％以上[生
徒] 
・評価アンケ
ート[保護者]
⑬「交通ルー
ル」項目の最
上位評価割合
35％以上 

の交通指導の

充実 

・交通講話の

計画・実施 
・交通委員
会活動の充
実 

（自損事故を含む）

発生。件数としては

前年度（３５件）か

ら増加。救急搬送さ

れた事故も発生し

ている。交通マナー

等に関して外部か

ら厳しい声も多い

現状が続いている。 

・評価アンケート

では生徒は６１％

が最上位割合を示

しているが，保護

者は１１％と低い

割合となっている

。保護者の意見が

地域から見る本校

生の交通マナーを

表していると思わ

れる。事故を未然

に防ぐ啓発的指導

とあわせ，登校指

導等，現場での指

導を行う必要があ

る。 
 
人権教
育の推
進 
いじめ
の防止
等 

主体的な
生徒会活
動の推進 
人権尊重
の精神に
立った学
校づくり 

・学校行事，各種

委員会活動への

積極的参加 

・生徒会を中

心とした生徒

主体の取組の

確立 

 

・生徒会，各
種委員会活動
の充実 

・生徒総会の

実施 

・生徒会・各

種委員長研修

会の実施 

Ｂ 

・体育大会，文化

祭，クラスマッチ

等の学校行事にお

いて企画，運営に

尽力した。 

・生徒総会も開催

し，校則の見直し

や制服の追加アイ

テムの検討をおこ

なった。 
知的理解を深め
人権感覚を育成
する指導の推進 

・教職員の基

本的認識の深

化と実践的指

導力の向上 

評価アンケー

ト⑭「HR，授業

にける人権教

育指導」上位

評価割合95％

以上[職員]  

・生徒の知的

理解と人権感

覚の向上 
評価アンケー
ト⑳「人権教
育における学
び」上位評価
割合90％以上
[生徒] 

・人権教育職

員研修の実施 

・いじめ防止

職員研修の実

施 

・男女共同参

画をテーマに

した職員研修

の実施 

・教職員の振

り返りチェッ

クの実施 

・人権教育Ｌ

ＨＲの実施 

・「人権だよ

り」の発行 
・人権が尊重
される授業づ
くりの推進 

Ａ 

各種研修の実施に

より職員の基本的

認識と実践力の向

上がはかられたこ

とにより，上位評

価割合は95.8％で

，目標を達成する

ことができた。 

また，人権教育Ｌ

ＨＲや人権が尊重

される授業が実践

されたことで生徒

の知的理解が深ま

り，人権感覚が涵

養された。上位評

価割合は，93％と

目標を達成するこ

とができた。 

 

人として
の在り方

互いを尊重し，
良好な人間関係

・人間関係の
課題を受容

・生徒の交流

を促す生徒会
Ｃ 

上位評価割合は91

％で目標を達成で



・生き方
に対する
自覚の深
化 
命を大切
にする心
を育む指
導 
 

を構築するため
の生徒の意識の
向上 

し，協働で解
決する能力を
備えた集団の
育成 
評価アンケー
ト⑱「クラス
雰囲気 有意
義な学校生活
」上位評価割
合93％以上[
生徒] 

を中心とした

学校行事の実

施 
・ＳＳＴ（ｿｰ
ｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝ
ｸﾞ）の実施 
・ＳＯＳの
出し方に関
する教育Ｌ
ＨＲの実施 
・人権教育
講演会の実
施 

きなかった。年度

当初に予定してい

たＳＳＴ実施の遅

れが，クラスの人

間関係構築に影響

したものと思われ

る。次年度は計画

を見直して，目標

の達成に努めたい

。 

心のきずなを深
める教育の充実 

生徒の自他を

大切にする心

の涵養 
評価アンケー
ト⑱「クラス
雰囲気 有意
義な学校生活
」の上位評価
割合93％以上
[生徒] 

・いじめ防止

教育ＬＨＲの

実施 

・心のきずな

を深めるため

の標語作品の

募集 

・心のきずな

を深め 
るための標語
優秀作品の紹
介 

Ｃ 

いじめ防止教育Ｌ

ＨＲは１年生入学

後の早い時期に実

施し，心のきずな

を深める標語を，

全校生徒に呼びか

け作品作りに取り

組ませたが，上位

評価割合は91％で

目標を達成できな

かった。日頃から

自他の大切さや命

の尊さを地道に訴

えていきたい。 
 
地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

 
防災教育 

いじめの未然防
止及び早期発見
・早期解消 

評価アンケー
ト「いじめに
あった経験」
経験ありの割
合15％未満
[生徒] 

・心のアンケ

ー ト の 実 施

(年３回) 

・いじめの未

然防止に関す

る「人権だよ

り」発行によ

る啓発 
・いじめを訴
えた生徒の把
握と迅速な対
応 

Ｂ 

「いじめにあった

経験あり」の割合

は13％で目標を達

成することができ

た。さらに数値の

減少に努めたい。

いじめ事案に対し

ては即座にチーム

会議を開き，職員

の共通理解を図り

，組織的対応をと

ることで解消につ

なげることができ

た。 
生徒・保護者・
職員の防災に対
する意識の向上 

評価アンケー
ト「防災教育
の積極的な実
施」上位評価
割合95％[生
徒]，93％[保
護者]，83％[
職員]の維持 

・防災通信２

回発行 

・生徒防災委

員会の定期的

活動 
・防災LHRの
各学年職員と
生徒防災委員
の事前研修の
実施 

Ａ 

防災通信第2号は，

各クラスの注意点

を別刷りして配付

した。生徒向けが

中心で，保護者へ

の発信力に欠けた

のが課題。防災教

育は生徒主体で行

った。 

 
学校運営
協議会 

防災教育・避難
訓練の内容の充
実 

評価アンケー
ト「災害時の
適切な行動の
理解」上位評
価割合95％[
生徒]，85％[
職員]の着実
な維持 

・防災教育・

避難訓練の内

容・方法の再

検討 
（車椅子の生
徒の避難訓練
を実施） 

Ｂ 

避難訓練はより実

践的な訓練を企図

したが，外部への

連絡等が不足して

おり，従来の形に

とどまったのが反

省点。放送機器の



トラブルがあり，

むしろ課題が浮き

彫りとなった。来

年度は状況を変え

複数回実施する。 
本校の教育活動
について協議し
，提言を行う 

・学校評価に

ついての審議 
・探究学習に
ついての審議 

・協議会の委
員については
，地域代表・
地域中学校長
・有識者・保
護者代表・本
校校長 

Ｂ 

探究学習について

は，計画を立て進

めることができて

いる。今年度は外

部の発表会にも積

極的に参加するこ

とができた。 
コース
の特色 
生徒理
解・教
育相談
・特別
支援教
育 
 

国際コー
ス 
理数コー
ス 

語学や異国文
化，国際的関心
の深化 

評価アンケー
ト「国際コー
スの特色を活
かした授業や
活動の実施」
上位評価割合
80％以上[国
際コース生徒
・保護者] 

・台湾永平高

級中学校の生

徒とのオンラ

インによる交

流やオースト

ラリアのタタ

チラ高校の生

徒との生の交

流 

・各種研修プ

ログラムの活

用 

・資格試験の

受験奨励及び

対策 

  
  
  
  
  
 Ｂ 

９月にタタチラ高

校が，１０月に永

平高校が本校を来

訪し，ホストファ

ミリーの生徒達だ

けでなく，他の生

徒達にも大きな影

響を与えるほど盛

り上がりを見せた

。ただ資格試験へ

の受験者数が思っ

ていたよりも伸び

なかった。来年度

は各種検定への受

検者を増やし，合

格者の数も増やし

たい。 
自然科学や社会
における産業技
術等への探究 
 

評価アンケー
ト「理数コー
スの特色を活
かした授業や
活動の実施」
上位評価割合
80％以上[生
徒・保護者]  

・学校設定科

目「科学研究」

の充実 

・高大接続の

促進 

・大学の出前

講義等による

科学への興味

や関心の高揚 
・科学系コン
テストや研究
発表会，数学
検定等への参
加の奨励 

Ａ 

・科学研究の充実

を心がけた。生物

班は，熊本県理数

科発表会に出場し

，優秀賞を受賞し

た。また，KSH学び

の祭典のポスター

発表にも出展し，

研究を深めること

ができた。別の研

究で，熊本県生徒

理科発表会にも出

展した。高大接続

班は崇城大学ナノ

サイエンス学科黒

岩敬太教授の研究

室を訪問し，化粧

水の成分分析を行

った。研究成果を

ポスターにまとめ

，KSH学びの祭典の

ポスター発表に出

展した。物理班，

数学班，爪楊枝タ

ワーコンテストに

出場した。いずれ

の学習者も意欲的

に取り組んだ。 



・サイエンスキャ

ンプ(大学・企業見

学) などの体験型

研修を実施し，ア

ンケート回答から

参加者の学習効果

が高かったことが

窺えた。 

・九州博物館（有

識者）研究員によ

る講演は，学習者

に好評で，来年度

は理数コースに加

えて，学年で参加

する規模のキャリ

ア講演会に拡大す

る予定である。 

・参加者アンケー

トを踏まえて，来

年度の学習計画を

進行している。 
生徒の理
解および
支援の充
実 
 

生徒理解に係る
職員間の連携強
化及び支援充実 
 

評価アンケー
ト「生徒理解
のための職員
間の連携」上
位評価割合90
%以上 [職員] 

・支援を要す

る生徒につい

て，担任・学

年主任・教科

担任・部活動

顧問・関係職

員・保健室か

ら情報の収集

と共有 
・支援対象
生徒に関わ
るケース会
議の開催，
支援策の検
討及び支援
の実施 

Ａ 

情報収集や情報共

有に努め，生徒理

解が深まり，職員

間の連携が強化さ

れたことで上位評

価の目標を達成す

ることができた。

また，支援を要す

る生徒に対する合

理的配慮や教育的

支援も充実させる

ことができた。 

教育相談や特別
支援教育に関す
る教員の資質向
上 
 

評価アンケー

ト⑯「支援や

配慮を要する

生徒に係る研

修」上位評価 
割合90%以上 
[職員] 

・年３回の校

内研修の実施 

・校外研修の

案内の周知，

受講の促進，

研修内容の共

有 
・個別の教育
支援計画の作
成と計画に基
づいた支援の
実施 

Ａ 

校内研修の実施や

校外の研修内容の

共有，個別の教育

支援計画作成と計

画に基づいた支援

の実施により職員

の資質が向上し，

上位評価の目標を

達成することがで

きた。 

健康教
育 
 

生活習慣
の確立 
心身の健
康や安全
に関する
十分な指
導 

特に，食生活に
おいて三食摂取
し，バランスの
よい食生活を心
がけているか。 

評価アンケー
ト「朝食の摂
取と食生活の
バランス」上
位評価割合90
％以上[生徒]
評価アンケー
ト「三食の摂
取と規則正し

・朝食の重要
さ，栄養バラ
ンスと学習や
運動能力の関
係などを保健
だよりに掲載 

Ｂ 

「朝食の摂取と食

生活のバランス」

については，保健

便りはもとより，

家庭科・保健の授

業においても指導

することにより，

90%で目標値を達成



い生活」上位
評価割合90％
以上[保護者] 

できた。保護者評

価目標値88%でもう

少しであった。 
感染症防止対策
ができている
か。 
 

評価アンケー
ト「心身の健
康や安全に関
する十分な指
導」上位評価
割合92％以上
[生徒] 

・保健委員が
校内放送及び
保健だよりを
通じて広報活
動を実施 

Ｂ 

保健委員の広報活

動により，93％で

目標値を達成する

ことができた。 

安全管理
体制の確 
立 

施設は安全であ
ると安心できる
か。 

評価アンケー
ト「施設は整
備・点検され
ていて安全」
上位評価割合
90％以上[生
徒] 
 

・安全点検を
昨年度より早
期に行い，緊
急度の高い事
柄から改善を
図る 
 
 

Ｃ 

今年度は１・２学

期の早い時期に安

全点検を実施し，

事務と連携を図り

緊急度の高い所か

ら改善したが，目

標値を下回った。

（86％） 
緊急時の対応が
確立されている
か。 

評価アンケー
ト「緊急時の
安全確保のた
めの役割自
覚」上位評価
割合が90％以
上[職員] 
 

・職員研修と

して「救急救

命講習会」を

実施 
及び生徒理解
研修での個別
の対応の確認 
 

Ｃ 

例年通り，１学期

終業式後に職員・

運動部活動生徒対

象に救急救命講習

会，また別日に生

徒理解研修を実施

したが，目標値を

下回った。（84.5

％） 
環境教
育 

整理整頓
清掃の促
進 
環境教育
の充実 

整理整頓及び清
掃を意識し，毎
日，掃除に取り
組んでいるか。 

評価アンケー
ト「掃除への
取組」上位評
価割合が92％
以上[生徒] 

・委員会活動
による環境掃
除チェック及
び掃除時間以
外での清掃活
動の実施 

Ｂ 

毎学期に環境掃除

チェックを実施し

たことにより，清

掃活動の意識が高

まり，目標値を上

回る(95%)ことがで

きた。 
環境問題を意識
した行動をとる
ことができてい
るか。 

・学校版ＩＳ
Ｏの目標を掲
げる。また，
照明・エアコ
ンのスイッチ
を利用してい
ない時には必
ず切る。 

・環境美化委
員だよりに，
環境資源問題
などを掲載し
，電気の無駄
使いの削減 

Ａ 

教室等での学校版

ＩＳＯ目標を掲げ

ることができた。

環境美化委員が作

成する環境問題と

する便りの発行も

できた。 

図書館

教育 

読書セン
ターとし
ての機能
充実 

読書習慣の確立 貸出冊数の増
加（目標値：
生徒一人あた
りの年間貸出
冊数4.0冊以
上/年） 

全職員の共通
認識の下での
「耽読の時間
」の設定 

Ｂ 

朝読書の廃止によ

る読書離れを抑制

しようと，期間限

定で耽読の時間を

設定し，啓発に努

めたが，現時点で

の生徒一人当たり

の平均化しだし冊

数は3.75冊と目標

を下回った。読書

の時間を校内外で

どう確保するかが

課題である。 
生徒，職員が利
用しやすい読書
センターとして
の図書館づくり 

図書館来館者

の増加 
（目標値：年

・ 図 書 館 報

（ 年 ２ 回 発

行），図書館
Ａ 

図書館来館者数は

１月末時点で4,900

人程度で，目標値



間来館者3,00
0人以上） 

だより（年８

回発行）によ

る読書啓発 

・図書館内の

装飾や館外掲

示による誘い 
・上映会・企
画展示等図書
委員会活動の
活性化と企画
の充実 

だけでなく昨年度

の4,700人をも上回

った。文化祭での

企画や季節毎の装

飾や掲示，２７種

に及ぶ企画展示，

ライブラリーシネ

マなど，図書委員

の生徒達，指導し

てきた司書教諭・

学校司書の地道な

活動の成果と考え

ている。懸案だっ

た図書の日焼け問

題の解決のため，

ロールカーテンを

１６箇所設置し，

蔵書の劣化防止を

計った。 

学習セン

ターとし

ての機能

充実 

各部，各学年，
各教科との連携 

図書館利用授
業時数の増加
（目標値：年
間50時間以
上） 

・計画的，組

織的で蔵書バ

ランスに配慮

した選書の継

続 

・部，学年，

教科と連携し

た必要資料の

事前準備 

・学級文庫設

置 

・(分野ごと

の)ブックリ

スト学級配布 
・レファレン
ス充実 

Ａ 

授業利用時間は，

目標値を超えただ

けでなく，昨年度

の同時期までの利

用時間40時間を大

きく上回った。総

合的な探究の時間

の調べ学習への対

応，国語科の読書

感想文，美術科の

読書感想画への対

応，進路学習への

対応などのため，

県立図書館とも連

携しながら図書資

料を準備するなど

利用者の視点に立

った活動を行った

成果と考える。学

級文庫については

，年４回の入れ替

えを行い生徒の読

書活動の推進に努

めた。 
生徒，職員が利
用しやすい学習
センターとして
の図書館づくり 

テーマ展示コ
ーナーの充実
(年間12回以
上) 

・考査前１週

間の開館時間

延長 

・図書館終礼 

・机配置の工

夫 
・感染症予防 Ｂ 

考査前は１時間程

度の開館時間の延

長を行い，生徒の

学習に供した。車

椅子が通りやすい

よう机・椅子の配

置を工夫した。机

に置くパーティシ

ョンの数を増やし

て隙間無く設置し

たり，１日２回の

換気を徹底するな

ど，感染予防に努

めた。 



アーカイ

ブズセン

ターとし

ての機能

充実 

東稜高校の歩み

を物語る貴重な

歴史資料の収集・

保存・活用 

・東稜高校ア

ーカイブズを

開館し，アー

キビスト又は

館長を置く。 

・東稜高校ア

ーカイブズ規

程の策定・周

知 

・関係部署と

の連携 

・アーカイブ

ズイベントの

開催 

・生徒図書委

員会の活動の

活性化 
Ａ 

図書委員会では，

日々の活動だけで

はなく，県立図書

館等での調査を行

った。また，文化

祭での映像上映，

展示などを活発に

行った。とりわけ

，東稜高校アーカ

イブズ展示「熊本

の歴史資料を守っ

た人々」について

は，新聞やテレビ

に大きく取り上げ

られ，熊本大学や

熊本市からも高い

評価を受けた。 

 

４ 学校関係者評価 
・今年度は高校入試の出願者数が大きく増加している。現在行っている広報活動について一

定の効果があると思う。 
・生徒は以前に比べ授業により集中できていると思う。今年度より朝課外が廃止になったこ

とでより授業へ意識が高まっているのではないか。 
・自学力の醸成については，やり方が分からない生徒も多いのではないか。生徒の良い例を

共有するなど工夫が必要である。 
・海外企業からの企業進出もあることから，国際コースで中国語と韓国語を学べることを，

もっとアピールすべきではないか。 

 

５ 総合評価 

【重点目標（５項目）評価】 

（１）生徒指導の充実（生活習慣の確立，規範意識の醸成，自己効力感の向上，職員間連携） 

   評価項目数計[８]  Ａ[３]Ｂ[３]Ｃ[２]Ｄ[０]  

８項目中７項目で目標が達成できている。規範意識，情報モラル，自主的・主体的活動，

生徒理解や支援の充実，情報モラル教育の充実が評価できる一方で，生活習慣習慣の確立，

交通安全に関する取組で目標を達成できていない。 
  【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

   「生活習慣の確立，規範意識の醸成：Ｃ，情報モラル教育の充実：Ａ，交通安全教育の徹底および充実

：Ｃ（生徒指導）」「主体的な生徒会活動の推進：Ｂ（生徒の自主性の涵養）」「生徒の理解及び支援

の充実：Ａ・Ａ（生徒理解・教育相談・特別支援教育）」「生活習慣の確立：Ｂ，心身の健康や安全に

関する十分な指導：Ｂ（健康教育）」 

（２）学習指導の充実（教科の専門性の向上，実践的授業力の向上，自学力の育成） 

   評価項目数計[２]  Ａ[０]Ｂ[１]Ｃ[１]Ｄ[０] 

取組２項目では，自学力の醸成に関する取組で目標を達成できていない。 
【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

   「授業を主体とした学力向上の取組：Ｂ，自学力の醸成：Ｃ（学力向上）」 

（３）進路指導の充実（系統的指導の充実，自己実現のための基盤づくり） 

   評価項目数計[２]  Ａ[０]Ｂ[１]Ｃ[１]Ｄ[０] 

   取組２項目では，オープンキャンパスへの参加や３年ぶりのインターンシップ実施な

どキャリア教育の充実が図れた一方で，進路目標の達成に関する取組が目標を達成でき

ていない。 
【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

  「キャリア教育の充実：Ｂ，進路目標の達成：Ｃ（キャリア教育（進路指導））」 

（４）学校環境の整備（物的環境の整備，人的環境の整備） 

   評価項目数計[１０]  Ａ[２]Ｂ[６]Ｃ[２]Ｄ[０] 

 取組１０項目中２項目（防災教育，環境教育の充実）で目標を達成できた一方で，安

全管理体制の確立の取組で目標を到達できていない。 
【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

   「学校改革の推進：Ｂ，開かれた学校づくり：Ｂ・Ｂ（学校経営）」「防災教育：Ａ・Ｂ，学校運営

協議会：Ｂ（地域連携・コミュニティ・スクールなど）」「安全管理体制の確立：Ｃ・Ｃ（健康教育



）」「整理整頓，清掃の促進：Ｂ，環境教育の充実：Ａ（環境教育）」 

（５）豊かな人間性の涵養（個性の伸長，多様性の理解と共生，読書の習慣化） 

   評価項目数計[１１]  Ａ[５]Ｂ[４]Ｃ[２]Ｄ[０]  

取組１１項目中５項目で目標が達成できた。人としての在り方生き方に対する自覚の

深化，命を大切にする心を育むで目標を達成できていない。 
【関連小項目：評価】※（）内は大項目名 

   「人権尊重の精神に立った学校づくり：Ａ，人としての在り方・生き方に対する自覚の深化：Ｃ（人

権教育の推進）」「命を大切にする心を育む：Ｃ・Ｂ（いじめの防止等）」「国際コース：Ｂ，理数

コース：Ａ（コースの特色）」「読書センターとしての機能の充実：Ｂ・Ａ，学習センターとしての

機能の充実：Ａ・Ｂ」「アーカイブズセンターとしての機能充実：Ａ（図書館教育）」 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

評価項目全３３項目中，目標が達成できたのは２５項目（７６％），達成に至らなかった

のは８項目（２４％）であった。 

今年度は出願者数を伸ばすことができた。今後，持続するためには学校魅力化が不可欠で

ある。本校では，特に，これからの社会を見据え，新しい学習指導要領に基づいた探究学習

とＩＣＴの活用を推進しており，さらに，ブラッシュアップしていくために，教科横断的な

視点に立った授業改善や外部との連携を強化していきたい。 

また，生徒の学力向上，進路実現のためには，自学力の醸成が必要である。そのために，

効果的な学習法や工夫について，生徒の良い例の紹介など共有を図るとともに，大学や企業

等と連携した体験的な取組や研究発表会等へ参加し，生徒の学習意欲や自己効力感を高めて

いきたい。 

さらに，いじめのない安心して落ち着いた学校生活を保障するため，命を大切にする心を

育む教育，人権教育の一層の充実を図る。具体的には，生徒については講演会やソーシャル

スキルトレーニングの充実を図る。職員については，外部講師を招いての職員研修や職員間

の情報共有の機会を一層充実させ，生徒指導や特別支援教育，教育相談等に関する職員のス

キルアップを目指す。 

  


